
広報

うだる暑さにぐったり。そこで思いたつ疋避

暑地めぐり¥暑さ知らす、の別天地に普段の疲れ

もどこえやら・.....。

皆さんは、夏の暑さをどのように乗り切って

いますか。

まだまだ、暑さはこれから、わが町の避暑地め

ぐりでも楽しんでみてl<i...…。(写翼は黒木渓谷〉

F重量わがまちの避暑地

63.8月号
Na 1 091 
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4③大村湾を一望 琴平岳展望所
標高320mの琴平岳展望所。
多良山系を背に眠下には長崎空港・

臼島ガ浮13¥大村湾、そして¥南北

に雲仙、西海橋などが一望できま

すよ。 国道444号線、原公民館先

より 右山手へ車で 3分。)

④人工波も楽しめる市民プールV

企②これはすごい Y 落差30m 裏見の滝 ~ぞ一一
j竜の裏側からも見れるので裏見の滝と名

{寸けられましだ。

自然ガかもしだ、しだ落差30m余りの自然
美に驚嘆。 まだ¥j竜の裏に回ると¥J山身共

に洗われる思いです。

(聖子岳湖より 300m程下より南方に入り 2

-3分走ると鳥居に到着。そこから、下り

路を歩きます。)

( 

( 

( 

( 

企
⑦
自
然
に
映
え
る
野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
湯

郡
岳
を
目
前
に
、
優
美
に
広
、
ガ
る
野
岳
湖
。

人
口
湖
と
自
然
の
調
和
に
感
動
さ
え
賞
え
ま

す
。
ま
芝
、
緑
に
固
ま
れ
た
湖
畔
と
小
鳥
の

さ
え
ず
り
に
、
目
覚
め
す
っ
き
り
。
ト
リ
ム

コ
ー
ス
や
ペ
ダ
ル
ボ
ー
ト
も
あ
り
楽
し
さ
い

っ
ぱ
い
。
(
野
岳
入
口
よ
り
車
で
叩
分
)

今
年
の
夏
も
水
し
、
ぶ
き

松
原
・
三
浦
海
水
浴
場

夏
:
:
:
は
泊
。
波
静
か
な
大
村
湾
は
海
水

浴
に
は
絶
好
の
場
所
。

市
内
に
は
週
水
浴
場
と
し
て
、
松
原
海
水

浴
場
⑧
と
三
浦
海
水
浴
場
⑤

、
か
あ
り
¥
連

日
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

家
で
寝
そ
べ
っ
て
る
あ
な
た

y
自
然
ク
ー

ラ
ー
を
楽
し
ん
で
み
て
は
。

4

司
⑧
松
原
海
水
浴
場

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

※
玖
島
崎
キ
ャ
ン
プ
場
の
申
し
込

み
は
、
土
木
課
都
市
計
画
係
へ

d
M

⑥

玖
島
崎
キ
ヤ
ノ
プ
場

大
村
公
園
を
西
方
に
通
り
抜
け

る
と
、
潮
の
香
り
、
ガ
漂
っ
て
く
る
。

そ
の
潮
の
香
に
誘
わ
れ
、
大
村
ボ

ー
ト
場
裏
の
松
林
の
奥
に
進
む
と

玖
島
崎
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
。

通
に
置
し
だ
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
、

や
さ
し
く
打
ち
寄
せ
る
波
ま
く
ら

で
暑
さ
も
ど
こ
え
や
ら
。

芝
こ
や
さ
ざ
え
な
ど
に
も
出
会

え
る
か
も
・
・
・
0

4
 

ifd 

4

司
⑤
三
浦
海
水
浴
場

円
〈

U



世代と世代の思いやりこれからの年金

高
齢
化
社
会
の
到
来
を
控
え
、
回
%
の
人
が
、

何
ら
か
の
形
で
「
老
後
に
不
安
」
を
持

っ
て
い

る
と
い
う
調
査
結
果
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

不
安
の
理
由
は
、
第
一
に
健
康
問
題
、
続
い

て
生
活
保
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
の
人
生
と
い
わ
れ
る
老
後
を
豊
か
に
過

ご
す
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
の
問
題
に
対
し
て

早
め
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
民
年
金
は
、
文
字
ど
お
り
、
年
を
と

っ
た

り
、
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
一
家
の
働
き
手
を

亡
く
し
た
人
の
生
活
を
訟
も
い
や
ゅ
の
心
で
支

え
る
制
度
で
す
。

自
分
自
身
、
家
族
、
そ
し
て
み
ん
な
の
た
め

私
た
ち
は
協
力
し
あ

っ
て
国
民
年
金
の
輪
を
大

き
く
未
来
へ
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

おばあちゃんみんなで支えていけば大立夫だね。

τL-，也、

" l .，.噌
b 

、，、d
t

・

.
曹
司

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

開書

祉

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

8
月

の
支
給
を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
、
福
祉
年
金
証
書

(国
民
年
金
証
書
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
給
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

昭
和
白
年
分
戸
所
得
に
よ
り
、
年
金
の
支
払

が
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
、
提
出
期
限
内
に
福

祉
年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
受
給
者
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
の
状
況
を
審
査
し
、
引
き
続
き

年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
っ
か
を
決
定
す
る
た

ゐ
証
書
の
提
出
を

め
の
も
の
で
す
。

も
し
、
証
書
の
提
出
を
忘
れ
る
と
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
と
提
出
場
所

8
月
日
日
附
l
ロ
日
幽

各
出
張
所

・
保
険
年
金
課

8
月
日
日
出
i
m
日
出

保
険
年
金
課

持
っ
て
く
る
も
の

福
祉
年
金
証
書
・
印
鑑

宅
れ
，

-4 -

M

ヨリ
ザつ崎将 !r~ ^ 

'.4 -...，を縫薄

If.t a・
司脅

み怒ポんめ作晶まっ-でし‘ます

市では¥国民年金広報活動の一環とし

て、皆さんの年金に関する作文を募集し

ています。

明るい家庭¥ふれあいのある家庭の様

子など、テーマにそっ疋たくさんの作昂

をお寄せくだ、さい。

作
文
の
内
容
・

元
気
で
い
る
限
り
、
誰
で
も

老
後
は
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
制
度
と

し
て
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
費
用
を
み
ん
な
で
負
担

し
、
協
力
し
、
支
え
あ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
か
ら
話
し
を
聞
い
て
、
家
庭

と
年
金
の
関
係
、
お
母
き
ん
の
年
金
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
年
金
な
ど
、
自
分
で
知
り
感
じ
た
こ

と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

-
ま
た
、
市
内
に
は
国
民
年
金
の
積
立
金
を
利

用
し
て
つ
く
ら
れ
た
施
設
(
市
立
病
院
、
市
民

体
育
館
、
市
民
プ

l
ル
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
清
和
固
な
ど
)
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
う
え
で
大
い
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
ま
た
見
学
し
て
思
っ

た
こ
と
な
ど
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
の
方
々
に
つ
い
て
も
、
納
付
の
時
代
、

現
在
の
受
給
の
時
代
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
、
考
え
な
ど
あ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

-
そ
の
他
年
金

(
厚
生
年
金
を
含
む
)
に
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ

B
V
 
作
文
の
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
2
枚
以

内
、
た
て
書
、
未
発
表
の
も
の

応
募
で
き
る
人

市
民
の
方
な
ら
誰
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
部
、

一
般
の
部

(
高
校
生
以

上
)
が
あ
り
ま
す
。

※
出
品
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

締
め
切
り

9
月
5
日
間
(
当
日
消
印
有
効
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

(干
鰯
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
く
わ
し
い
応
募
要
領
は
保
険
年
金
課
、
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。



大
村
市
総
合
文
化
会
館

建
設
に
向
け
ーーーー畠

歩
前
進

準

備

懇

話

会
市
長
ヘ

答

申

書

提

出

大
村
市
総
合
文
化
会
館
建
設
準
備
懇
話
会
(
尾
崎
嘉

生
座
長
、
初
人
)
は
、
同
会
館
建
設
に
関
す
る
答
申
書

を
7
月
5
日
、
松
本
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

答
申
書
は
、
①
市
民
文
化
の
拠
点
と
し
て
大
村
の
文

化
を
育
て
、
高
度
な
芸
術
鑑
賞
の
場
と
す
る
②
市
民
の

憩
い
の
場
と
し、

文
化

・
芸
術
の
創
造
の
場
と
し
て
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と
す
る
③
県
央
の
交

通
拠
点
都
市
と
し
て
、
空
港
を
生
か
し
た
国
際
会
議
都

市
を
目
指
し
、
本
市
の
み
な
ら
ず
県
内
外
に
聞
か
れ
た

施
設
と
す
る
④
「
豊
か
な
自
然
と
文
化
の
薫
る
海
上
空

港
都
市
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
未
来
に
向
け
た
多
目
的
施

設
と
す
る
な
ど
、
も
ろ
も
ろ
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

概
略
は
、
名
称
を
「
大
村
市
総
合
文
化
会
館
」
と
し
、

施
設
の
規
模
は
、

1
5
o
o
-
-
6
0
0
席
の
大
ホ

ー
ル
、
5
0
0
1
6
0
0
席
の
中
ホ
l
ル
、
5
0
0
人

程
度
収
容
す
る
多
目
的
ホ

l
ル
、
そ
の
他
、
大
小
の
会

議
室
、
研
修
室
な
ど
を
設
け
、
設
備
も
音
響
装
置
や
通

訳
装
置
な
ど
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

5
0
0
台
収
容

で
き
る
駐
車
場
を
確
保
す
る
。
場
所
は
、
市
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
西
側
の
市
有
地
で
面
積
は
約
1
万
8
千

M
。
建
物
構
造
は
、
大
牟
田
文
化
会
館
(
鉄
骨
鉄
筋
コ

議会係全容カ宅分か3

曾自OO@~句~a~お

ン
ク
リ
l
ト
造
4
階
建
て
、
延
床
面
積
1
万
6
0
0

M
、
総
工
費
必
億
円
)
を
参
考
に
し
た
答
申
と
な

っ

て
い
ま
す
。

松
本
市
長
は
答
申
書
に
対
し
、

「訂
年
2
月
市
政

印
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
に
、
こ

の
文
化
会
館
建
設
を
計
画
し
た
。
で
き
れ
ば
、
船
年

度
完
成
を
目
標
に
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
添
う
文
化
会

館
建
設
に
努
め
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

大
村
市
総
合
文
化
会
館
建
設
に
向
け
て
、

進
し
ま
し
た
。

一
歩
前

文
化
会
館
建
設
に

役
立
て
て

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会
(
高
浜
圭
浦
会
長
)
は
、

大
村
市
総
合
文
化
会
館
建
設
費
の
一
部
に
と
、

7
月

6
日
、
合
唱
祭
の
剰
余
金
叩
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

市議会では、本会議での議員および理事者のす

べての発言内容を記録した会議録を 、第 2回 (3 

月)定例会より発行しました。

議会でどうゅう内容の発言がなされ、どのよう

に回答されているかなど、会議内容を詳 しく知り

たいと思われる人は、 次のところに配布してい

ますのでご利用 くださし」

配布場所 市役所 (広報公聴課、各出張所)、市

立図書館、市 コ ミュニテ ィセンタ一、西大村地区

コ ミュニテ ィセンター。

なお、会議録の発行はおおむね次のと お りです。

3月定例会….6月中旬 (配布済) 、 6月定例会…・

9月中旬、 9月定例会-…12月中旬、12月定例会・・

3月中旬

福祉のまちづくりのための

みれI\\'~

9ウふパイロヴト資金
市
は
か
市
文
化
会
館
建
設
基
金
。
を
設
置
し
、

一

般
財
源
の
繰
り
入
れ
や
寄
付
金
の
充
当
な
ど
を
行

っ

て
い
ま
す
が
、
会
館
建
設
に
は
莫
大
な
経
費
が
か
か

り
ま
す
。

市
長
は
、

H

皆
さ
ん
の
こ
う
い

っ
た
協
力
は
大
変

心
強
い
。
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

剰余金を寄付する高浜会長 (冗 ・市役所)

利用できる人 旅館、ホテル¥デパ ト、レスト

ランなど¥広く公衆にサービスを提共するような

事業を経営する人

使途 自動ド戸、手すり・スロープの設置¥浴室-

便所の改造¥福祉機器の購入など¥高齢者・障害

者の利用しやすいような設備の整備

融資額 50万円~1 千万円ぎで

返済期間 何年以内

ご相談は、長崎県生活福祉部社会課 (ft長崎⑫

1 1 1 1 )または、最寄りの金融機関へ

5 -



，%市役所3

M凶器官
軍事語吉弘長

企 C% 市コミセン)
昭和63年度司務連結員縮会ガ開方れ、ま年劉腕書の表
1M，どガ行われまし疋。表髭を畳リすられたのは択の固さ
んです。(叡称略〉

5'手 埋ま福葺(岩松〉、寺白末雄〈赤住百〉、山西守
〈慣山頭〉、見明直桂〈旭町白地〉、高尾寅雄(新版〉、

百田課(松並2T巴〉、北柑孝司(檀組住宅〉、 111涜噴
(船山団地〉、曹本商貧(何倍佳宅〕、入口正重 〈宮小沼1
丁目〉、寺垣政喜〈沖田〉、大島巌(園周〉

101芋 平野強巳(大佐古〉 岩田定男〈大事武〉、安藤

忠輯〈常盤団地〉、山溺責光(服ノ尾〉、自iI買〈魁馬

場1丁目〉、松尾松次郎〈出馬場2T日〕、 森山鶴男
〈竹松本町聾1)、置辺輯盲〈縫ケ原〕

151手 溝江久躍。J時佐古)、首日韓次郎〈顕罰7区〉

tタ

、・

-

• ミ，
.、

k 

J 

(~ 野岳溜キャンプ場〉

県内 を詰る野岳濁キャンプ場E山開
き刀、 7月13日行われまレ疋。
w開きには、市長や観光協会長、地元
関係者など25人ガ参加し、シーズ〉中の
無事/iI(を祈りまし疋。

4‘ 

.. 

昔
一
真
島

(
引
萱
瀬
申
の
実
習
囚
〕

萱
瀬
中
学
按
(
生
徒
別
人
)
と
県
立
ろ
う
学

恒
(
生
徒
何
人
)
の
受
流
白
憶
え
ガ
7
月
4
1
巳

行
わ
れ
ま
し
た
。

慣
れ
ぬ
手
つ
き
な
ガ
ら
も
、
苗
取
り
か
ら
田

8
5し
、
日
植
え
苦
で
真
剣
思
表
情
で
取
り
組

み、

7
ア
ー
ル
の
巴
ん
ぽ
ガ
み
る
み
る
う
ち
巳

緑
に
染
ま
り
ま
し
た
。

6 -

百

hp
d
さ
怠
親
切
運
劃
で
表
髭

〔
%
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ヲ
l
)

大
村
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

C
永
田
光
雄
室

長
)
の
総
会
万

6
月
泊
日
開
方
れ
苦
し

E
。

総
会
で
回
、
水
と
輯
と
花
に
つ
つ
ま
れ

E
町

づ
く
り
を
重
点
事
直
に
、
町
内
会
や
事
襲
所
在

ど
市
民
ぐ
る
み
の
環
境
主
化
を
推
進
す
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
E
。

在
語
、
「
小
さ
目
親
切
軍
動
」
で
、
決
の
万
円
付

ガ
表
酷
さ
れ
ま
し

E
。
〈
事
相
揺
)

・
蝿
田
量

円相品目
1
丁
目
)

・
入
口
正
富
〈
宮

小
路
ベ
l

丁
目
)

・
大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
菅
る

主
〈
下
山
達
盛
会
長
〉

・
市
劃
労
胃
の
茸
橿
祉

員
協
議
会
(
川
里
幸
盛
代
表
)



姉

都
市
の

事
も

豪
州
・
デ
ボ
ン
ポ
ー
ト
市
長
が
市
役
所
表
敬
訪
問

市職員に出向えられるスキッブ市長(中央)

松
原
鎌
工
場
を
見
学

豪
州
タ
ス
マ
ニ
ア
州
デ
ボ
ン
ポ

l
ト
市

の
ジ
ェ
フ

・
ス
キ

ッ
プ
市
長
が
7
月
9
日、

市
役
所
を
表
敬
訪
問
。

両
市
聞
の
友
好
、
交
流
を
深
め
る
と
共

に
、
将
来
の
姉
妹
都
市
化
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

デ
市
の
人
口
は
2
万
7
千
人
(
周
辺
の

読
書
は
心
の
栄
養
剤

仲
良
し
子
ど
も
図
書
館
開
設

木
場
公
民
館
(
旭
が
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
黒
岩
近
館
長
)
に
7
月
5
日

市
内
で
4
番
目
の
仲
良
し
子
ど
も
国
書
館

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
の
夢
を
育
て
、
幼
児
期
か
ら
読
書

を
楽
し
む
習
慣
を
と
い
う
主
旨
で
開
設
き

れ
た
「
仲
良
し
子
ど
も
図
書
館
」。

市
立

図
書
館
の
協
力
で
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
を
対
象
に
、
絵
本
や
文
集
な
ど
5
2
0

冊
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
こ
の
図
書
は
定
期

的
に
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

貸
し
出
し
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
後
2

時

ω分
か
ら
2
時
間
で
、
地
域
の
お
母
き

ん
た
ち
が
、
公
民
館
協
力
員
と
な
り
お
世

話
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
開
館
を
記
念
し
て
お
話
し

の
部
屋
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。

町
を
合
わ
せ
る
と
叩
万
人
)
で
、
気
候
や

風
土
が
似
て
お
り
、
ま
た
、
空
港
や
リ
ゾ

ー
ト
構
想
な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
と
の
こ

と
。ス
キ

ッ
プ
市
長
は
「
大
村
と
は
類
似
点

が
多
く
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
共
通
点
を

見
い
だ
し
、
姉
妹
都
市
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
松
本
市
長
は

「市
民
も
ス
キ
ッ
プ
市
長
の
訪
問
を
心
よ

り
歓
迎
し
て
い
る
。
若
い
市
長
同
志
(
ス

キ
ッ
プ
市
長
引
歳
、
松
本
市
長
必
歳
)
今

後
も
ま
す
ま
す
友
好
を
深
め
、
姉
妹
都
市

実
現
化
に
努
め
た
い
」
と
歓
迎
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

そ
の
後
ス
キ
ッ
プ
市
長
は
、
市
内
の
農

業
(田
植
え
)
や
松
原
鎌
工
場
な
ど
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
松
本
市
長
、
山
田
議
長
、
高
瀬

商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
7
人
は
、

7
月
日

日
か
ら
却
日
ま
で
、
デ
ボ
ン
ポ
l
ト
市
な

ど
を
親
善
訪
問
し
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

友
好
を
さ
ら
に
深
く

上
海
県
経
済
視
察
団
大
村
視
察

所役市%
 

団察視済経県ト母上たーレ訪敬表
d

を長市

中
国
・
上
海
県
経
済
視
察
団
(
廃
廉
団

長
ら
6
人
)
は
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
他

の
分
野
で
の
交
流
に
よ
り
、
友
好
を
さ
ら

に
深
め
た
い
と
、

6
月
払
日
か
ら
1
週
間

の
日
程
で
大
村
市
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
市
役
所
を
表
敬
訪
問
市
長

や
議
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
、
日
中
交
流

研
究
会
な
ど
の
熱
烈
歓
迎
を
受
け
た
後
、

観
光
ホ
テ
ル
で
上
海
県
の
企
業
説
明
会
、

2
日
目
か
ら
市
内
の
I
C
工
場
や
縫
製
工

場
そ
れ
に
農
業
、
教
育
施
設
、
福
祉
施
設

な
ど
を
熱
心
に
視
察
、
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
疲
れ
を
み
せ
ず
説
明
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

一
行
は
、
大
村
に
つ
い
て
、
近
代
的
で
、

緑
と
山
・
海
が
う
ま
く
調
和
し
て
と
て
も

美
し
い
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

近代農業を熱心に見学

昭和63年 6月30日現在

6 月 今年度の累計 前年度同期 I酋日 j戚
人傷事 故

件数 死者 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

f牛 人 人 1キ 人 人 {牛 人 人 {牛 人 人

大村市
21 O 29 121 l 145 121 2 143 十 O ~1 ~2 

件 人 人 件 人 人 {牛 人 人 {牛 人 人

長崎県
444 8 519 2679 38 3389 2693 39 3350 ~14 ~ 1 +39 

大村市の
{牛 {牛 件

物損事故 101 610 605 十 5

7 ~ 

大村警察署提供

交通事故発生状況



Agg 

レ
ポ
ー
タ
ー

富
永
美
佐
子
さ
ん

(
初
歳
・
杭
出
津

1
丁
目
)

ぼ

く

の

わ
た
し
の

文

し

ゆ

-つ

わ
だ
し
が
だ
い
じ
に
し
て
い
る

の
は
、

2
年
の
時
に
学
級
で
作
つ

疋
「
わ
だ
し
の
詩
」
と
い
う
文
し

ゅ
う
で
す
。
こ
の
文
し
ゅ
う
に
は

の
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
「
ね
こ
が

う
ん
ち
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み

だ
こ
と
」
と
い
う
題
で
¥
班
に
つ

き
を
か
い
芝
の
を
¥
井
村
先
生
と

舎
の
校
長
先
生
ガ
テ
レ
ビ
に
だ
し

て
く
れ
ま
し
だ
。
そ
の
と
き
は
¥

と
て
も
う
れ
し
か
つ
だ
で
す
。

い

つ
か

2
年

2
組
み
ん
な
が
自
分
自

分
の
詩
の
本
を
も
っ
て
¥
ど
う
そ

う
会
を
し
だ
い
で
す
。 X 

、、

~ 

田

中

嘉
寿
男
さ
ん

(
日
歳
・
久
原

1
丁
目
)

公
務
員

飯

笹

秀

子

さ

ん

(幻
歳
・
諌
早
市
小
川
町
)

会
社
員

志 くん (陰平町)

3生まれ

アグドノル登場

車と歌が好きで¥弟をよくかわいがる

お兄ちゃんです。

活発で元気でいてね

三主主

主ミ

861.ぜ 10.

本山
一匂

た
か
ら
も
の

福

江

亜

希

子

ち

ゃ

ん

(
9歳
・
東
本
町
)

A 

-
大
村
は
住
み
や
す
い
で
す
か

人
情
は
厚
く
、
風
光
明
美
で
と
て
も
住
み
や

す
い
し
、
好
き
で
す
。

県
内
外
か
ら
転
勤
し
て
来
た
人
も
か
大
村
は

う
ま
い
も
の
が
多
い
し
、
人
情
は
厚
く
住
み
や

す
い
α

と
良
く
聞
く。

ω万
都
市
に
な
れ
ば
、

も
っ
と
活
気
が
で
て
く
る
の
で
は
。

-
大
村
に
望
む
こ
と
は

大
村
は
素
通
り
の
町
に
な
っ
て
い
る
。
規
模

の
大
き
い
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
遊
べ
る
レ
ジ

ャ
ー
施
設
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

土
地
も
あ
る

し
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
思
う。

・
県
営
球
場
な
ど
も
誘
致
で
き
れ
ば
良
い
で
す

ね
。

・
臼
島
あ
た
り
を
開
発
し
、
海
上
ホ
テ
ル
を
作

っ
た
り
、
大
村
公
園
に
天
主
閣
を
建
て
、
臼
島

へ
海
上
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
い
だ

り
し
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
と
常
々
思

っ
て
い
る
。

「大
村
」
と
い
う
地
名
を
も

っ
と
P
R
し
て

ほ
し
い
。
ど
こ
か
ら
来
ま
し
た
か
と
聞
か
れ
て
、

か
大
村
u

と
答
え
て
も
分
か
ら
な
い
人
が
多
い
0

・
交
通
面
で
、
特
に
久
原
か
ら
諌
早
聞
の
国
道

-
大
村
の
感
想
は

大
村
に
勤
め
て
4
年
に
な
り
ま
す
が
、
の
ん

び
り
し
て

い
る
と
い
う
か
活
気
が
な
い
よ
う
に

田
山え
る
。

-
観
光
に

つ
い
て
は

大
村
公
園
の
花
を
見
に
行
く
程
度
で
、
他
に

行
き
た

い
と
思
う
所
が
な
い。

ま
た
、
空
港
や

高
速
道
路
な
ど
の
交
通
機
関
が
あ

っ
て
も
、
通

り
過
、
ぎ
る
だ
け
の
町
で
は
何
に
も
な
ら
な
い
と

田ゃ
っ。遊
園
地
や
珍
し

い
動
物
を
見
れ
る
よ
う
な
レ

ジ
ャ
ー
施
設
を
作

っ
た
ら
ど
う
で
じ
ょ
う
か
0

.
大
村
で
買
物
し
ま
す
か

んさ子洋巴

こん毎ワルーフ知っτ.7

婦人健康体操クラブ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

-
大
村
を
ど
う
思
い
ま
す
か

生
ま
れ
は
佐
世
保
で
す
が
、
小
学
校
入
学
時

よ
り
大
村
に
住
み
、
そ
の
ま
ま
ど
こ
に
も
出
た

こ
と
が
な
い
。
友
人
よ
り
、

グ大
村
は
良
い
所

ね
。
と
言
わ
れ
で
も
、

他
の
所
と
比
べ
た
こ
と

が
な
い
の
で
良
く
分
ら
な
い
が
、
不
満
な
く
生

活
し
て
い
る
の
で
、
良
い
所
だ
と
思
い
ま
す
0

・
大
村
に
望
む
こ
と
は

・
大
村
は
ど
う
ゅ
う
所
か
、
と
聞
か
れ
た
時
、

グ
あ
あ
l
、
あ
の
学
園
都
市
か
。
と
言
わ
れ
る
町

に
し
て
欲
し
い
。
人
口
も
増
え
る
し
活
気
も
で

A
b
-
-
iみ
て
く
る
と
思
う
0

・

:
文
化
会
館
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

・
早
く
庖
が
閉
ま
り
、
所
に
よ

っ
て
は
追
い
た

て
ら
れ
る
よ
う
な
時
も
あ
る
。
も
う
少
し
考
え

γ

て
ほ
し

い
で
す
ね
。

・
お
客
が
来
て
も
、
案
内
す
る
所
が
な
い
。
観

~

光
地
の
充
実
も
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

間

i
ei--
t

橋

本

昭

代

さ

ん

・

働
く
所
が
な
い
で
す
ね
。

(
特
歳
・

古
町
2
丁
目
)

事
務
員

を
拡
張
し
て
ほ
し
い

。
ボ
ー
ト
や
事
故
が
あ

っ

た
時
な
ど
身
動
き
で
き
な
い
よ
う
に
な
る
。

あ
ま
り
し
ま
せ
ん
ね
|。
た
い
し
て
違
う
物
を

買
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
長
崎
へ
行
き
ま
す
。

長
崎
は
品
数
が
多
く
、
色
々
な
物
を
見
て
買
う

楽
し
き
が
あ
り
ま
す
し
、
庖
員
さ
ん
の
応
対
も

い
い
で
す
ね
。
大
村
・
諌
早
で
は
、
い
ら

っ
し

ゃ
い
の
声
も
出
な
い
所
が
あ
り
ま
す
よ
。

-
大
村
に
求
め
る
も
の
は

・
諌
早
j
大
村
聞
の
道
路
を
何
と
か
し
て
ほ

し
い
。
ボ
ー
ト
や
事
故
な
ど
が
あ
れ
ば
ど
う
し

ょ
う
も
な
い。

不
断
は
却
分
程
の
通
勤
で
す
が
、

4
時
間
も
か
か

っ
て
家
に
帰

っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
。

・
一
つ
感
心
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鈴
田
の

グワ
l
手
が
つ
か
な
l
い
ノ
・0

グ
ア
ラ
、
柔
ら
か
い
ん
で
す
ネ
ノ
・
0

グ
き
あ
、
無
理
し
な
い
で
、
ゆ
っ
く
り
息

を
吐
い
て
ハ
イ
、
イ
チ
、
ニ
ィ
1
0

7
月
1
日
制
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

夏
休
み
子
ど
も
映
画
ゐ

オ
ズ
の
魔
法
使
い
(戸
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

8
月
辺
日

開

8
月
お
日

ω

8
月

μ
日
附

8
月
お
日
肘

日
時
1
1
時
泊
分

松

原

出
張
所

菅
一
瀬
出
張
所

中
地
区
公
民
館

三
浦
出
張
所

日
時
初
分
1
日
時

福
重
出
張
所

竹
松
出
張
所

市
コ

ミ
セ
ン

鈴
田
出
張
所

9
寺
。
、ヮ
1
1
土
手

1
日
3
ノフ

2
日

木
場
公
民
館

-8 -

国
道
で
、

1
人
の
児
童
が
横
断
す
る
際
、
車
が

止
ま

っ
て
く
れ
た
の
に
対
し、

頭
を
下
げ
て
渡

り
、
渡

っ
て
か
ら
も
振
り
返
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し

た
の
に
は
感
心
し
ま
し
た
。
他
の
所
で
は
こ
う

い
っ
た
光
景
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

お

わ

び

と

訂

正

7
月
号
の

3
ペ
ー
ジ
、
緊
急
避
難
場
所
の
欄
で
、

消
防
署
の
電
話
、
②
2
1
3
6
は
⑨
2
3
1
6
に。

8
ペ
ー
ジ
の
わ
が
町
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
宮
崎
善

隆
さ
ん
は
富
崎
善
隆
さ
ん
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ー
で
の一

幕
で
す
。
日
頃
の
運
動
不
足
を

解
消
し
て
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
、
こ
の
日
誕
生
し
た
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
ク
ラ

フ
で
す
。

無
理
な
く
、
無
駄
の
な
い
運
動
を
、
そ

し
て
、
楽
し
く
い
い
汗
を
か
こ
う
と
、
お

人
の
婦
人
が
集
ま
り
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
、

柔
軟
体
操
、
リ
ズ
ム
体
操
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、

ゲ
l
ム
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
を
こ
な
し
な
が

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で、

1
時
間
拘
分
が
、
ア

ッ
と
い
う
聞
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

加
代
か
ら
初
代

ま
で
と
幅
広
い
年
齢
層
で
す
が
、
ま
る
で

年
代
を
感
じ
き
せ
な
い
明
る
い
私
た
ち
で

す
。私
た
ち
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
O
楽

し
く
体
を
動
か
そ
う
(
絶
対
無
理
は
い
け

ま
せ
ん
)

O
頭
と
身
体
に
適
度
な
刺
激
を

(老
化
防
止
に
最
適
)
O
リ
ズ
ム
を
使

っ
て

シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ

(ま
す
ま
す
若
く
美
し

く
て
」
れ
を
目
標
に
ガ
ン
バ
ッ
テ
マ
l
スノ

只
今
会
日
昼
罪
集
中

詳
し
く
は
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

(宮

@
3
1
6
1
)

健康テレホンサービス

0958・25・3829
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8月のテーマ
月 肝硬変

火 肘の痛み

泣く 左利き

木 あせも

金 歯みがきについて

土・日排尿痛



手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

か
な
ら
ず
届
け
出
て
く
だ
き
い
。

届
け
に
必
要
な
も
の

①
手
当
証
書
②
世

帯
全
員
の
住
民
票
③
児
童
が
別
居
の
場
合

は
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
お

よ
び
監
護
申
立
書
④
臼
年
1
月
2
日
以
降

に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
日
年
度
(
臼
年
1

月
か
ら
ロ
月
分
)
所
得
証
明
書
⑤
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
年
金
証
書
(
児
童
扶
養

手
当
の
み
)
⑥
印
鑑

受
付
期
間

8
月
日
日
制
1
9
月
刊
日
出

提
出
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
係

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

こ
の
手
当
は
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は

父
母
に
代
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

重
度
障
害
児
4
万

1
3
0
0
円
、
中
度
障
害
児
2
万
7
5
0

0
円、(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。)

※
①
②
と
も
児
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

-10 

重度障害児日常生活用具に

ワープロが加わDました
i蕊

羽

溺

昌

司
但
吋
例
筑
間
判
昌

8
月
竹
田
(

J

9

月
刊
日
ま
で
に
提
出
を

対象となる人

身体障害者手帳の交付を受けた

児童で、上肢機能障害または言語、

上肢複合障害の l級・ 2級の人

申し込み・問い合わせ

福祉課福祉係

現
況
眉
・
所
得
状
況
眉

こ
の
届
け
は
、
手
当
を
引
き
続
い
て
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
、
っ
か
審
査
す
る
た

め
の
大
事
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
引
き
続
い
て

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

手
当
の
額
(
月
額
)

児
童
1
人
3
万
4

0
0
0
円
、
児
童
2
人
5
0
0
0
円
加
算
、

児
童
3
人
以
上
1
人
増
え
る
ご
と
に
2

0

0

0
円
加
算
。

(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。)

※
児
童
扶
養
手
当
支
給
停
止
を
受
け
た
人

は
児
童
扶
養
資
金
貸
付
を
利
用
で
き
ま
す
。

⑦
児
童
扶
養
手
当
と
は

父
親
の
い
な
い
家
庭、

児
童
が
父
親
か

ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
ま
た

は
、
父
親
が
身
体
障
害
者
や
長
期
療
養
中

な
ど
の
家
庭
で
、
児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ

や
か
に
成
長
す
る
よ
う
に
、
そ
の
児
童
の

母
ま
た
は
母
に
代
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
き
れ
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受

ご利用

ください

爆

者
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

被
対
象
者

・
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

・
健
康
診
断
受
診
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間

・
午
前
日
時
j

日
時

・
午
後
1
時
1
2
時
却
分

問
い
合
わ
せ
大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福

祉
課
社
会
係

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2
回

ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診
断
を
国
立

長
崎
中
央
病
院
、
市
立
病
院
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
日
程
、
場
所
、
対
象
地
区
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

月 日 場 所 対象地区

8・30(火) コミュニティセンター 大村

31休) 中地区公民館 西大村

9 . u木) 福祉センター 西大村・萱瀬

2(針 福祉センター 大村

6 (火) 竹松出張所 竹松

7c水) 竹松出張所 福重・松原

8 (木) コミュニティセンター 三浦・鈴田・大村

在
宅
重
度
障
害
者
の

短
期
保
護
を
行
い
ま
す

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

程日

重
度
身
体
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
が
、
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
介
護
で

き
な
い
場
合
に
、
一
時
的
に
施
設
に
保
護

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
回
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
身

体
障
害
者

保
護
の
期
間

7
日
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

午
前

8
時
市
分

(広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

午
前

H
時

2
分

(県
民
祈
り
の
日
)

午

8
月
S
白

8
月

g
白

8
月
市
日

断診康

正

(全
国
戦
没
者
追
悼
式
)

健

広
喜

・
長
崎
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
や
¥
戦
争
で
犠
牲
と
な

ら
れ
だ
人
だ
ち
の
め
い
福
を
祈
っ
て
¥
サ
イ
レ
ン
を

1
分
間
鳴
ら
し
ま

す
。
黙
と
う
を
さ
さ
げ
¥
平
和
へ
の
誓
い
を
新
だ
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。



b 総自qョ
-なるべく簡素化に

・供え物類は必ず供物置場へ

・搬入は午後9時までに(厳守)
・墓参りの火の始末は忘れずに

指

集

積

i也

三
浦
地
区

舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

鈴
田
地
区

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ
ー
ド
下

大
村
地
区

市
役
所
横
埋
立
地

西
大
村
地
区

下
水
道
浄
水
管
理
セ
ン
タ

ー
広
場

竹
松
地
区

オ
ー
ケ
ー
フ
l
ド
空
地
広
場

福
重
地
区

郡
川
河
口

松
原
地
区

九
電
伏
原
埋
立
地

萱
瀬
地
区

荒
瀬
、
田
下
、
黒
木

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
長
、
各
出
張
所

ま
た
は
生
活
環
境
課
公
害
係
べ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

~ 

人ヒ

精霊流しが近づいてきましだ。美しい

大村j奮を守るだめ¥精霊船や(共物を海や

川に流さないようにご協力 ヘ ください。
集
積
地
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

①
搬
入
は
午
後
9
時
ま
で
に
完
了
す
る
よ

う
時
間
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

②
供
物
な
ど
は
、
燃
え
る
物
、
燃
え
な
い

物

(
生
ゴ
ミ
な
ど
供
物
置
場
を
準
備
し
ま

す
)
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
分
け
て
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

受
通
規
制
巴
つ
い
て

当
日
、
混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
午
後

7
時
i
凶
時
ま
で
、
図

ωω
の
通
り
交
通

規
制
を
実
施
し
ま
す
。

①
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

②
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
、
大
村
地
区

は
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入
口
交
差
点
、

西
大
村
地
区
は
パ

ー
ル
レ
l
ン
前
と
松
並

交
差
点
、
福
重
地
区
は
寿
古
石
油
庄
前
交

差
点
と
し
ま
す
。

※
国
道
の
横
断
は
危
険
で
す
か
ら
、
遠
回

り
で
も
決
め
ら
れ
た
所
を
横
断
し
て
く

だ
さ
い
。

花
火
の
事
故
を
防
ご
う

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け
が
人

が
出
ま
す
。
次
の
事
を
守

っ
て
事
故
が
お

き
な
い
よ
う
ご
注
音
い
く
だ
さ
い
。

し

レ

①
矢
ビ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
危
険
で
す
の

で
禁
止
し
ま
す
。

盆
霊
船
一
隻
に
つ
き

一
名
の
花
火
責
任

者
を
決
め
、
そ
の
人
が
花
火
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

③
責
任
者
は
各
自
凶
m
四
方
の
赤
い
布
等

を
準
備
し
、
胸
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

④
花
火
は
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

(図 1)大村地区交通規常J略図

回-一船車両通行禁止

-
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

・
せ
ま
い
道

.
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

販
売
応
付
近

・
花
火
販
売
庖
や
玩
具
庖
付

近
・
駐
車
場
と
そ
の
付
近

⑤
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
庖

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を
し

な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑥
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
、
万

一
に
備
え
防
火
用
水
、
用
具
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑦
人
や
車
に
迷
惑
を
及
ぽ
す
よ
、
つ
な
花
火

の
使
用
は
、
法
令
違
反
と
な
り
、
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

船
運
搬
に
つ
い
て
の
注
意

①
精
霊
船
の
全
長
が
2
m
を
超
え
る
時
は
、

警
察
へ
道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し

(図 2)西大村地区交通規制略図

!IIIIIUIlIIIIII 一般車両通行禁止

て
く
だ
さ
い
。

②
道
路
使
用
許
可
申
請
書
提
出
締
め
切
り

8
月
日
日
附

③
車
で
運
搬
す
る
時
は
:
:
・
灯
ろ
う
の
火

は
必
ず
消
す
・
車
の
積
載
制
限
を
超
え
る

時
は
警
察
の
許
可
を
受
け
る

・
横
積
み
は

し
な
い
。

④
精
霊
船
は
、
市
で
の
申
し
合
わ
せ
事
項

に
よ
り
、
長
さ
5
m
以
下
、
幅
口
m
以
下
、

高
き

U
m
以
下
に
し
て
く
だ
き
い
。

⑤
精
霊
船
は
、
路
上
で
回
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

精

霊

船

説

明

AQZ 

道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
対
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
ロ
日
幽

午

後

2
時
i

場
所
大
村
警
察
署

ll 
早瀬

鉄工

九州

産業

I 
協和町

公民館

田中

鉄工所

大村

寿殿

司
自
ム

句

E
A
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で'

現
在
の
日
本
は
人
生
初
年
の
長

寿
社
会
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
日
歳
以

上
の
人
で
何
ら
か
の
病
気
を
持

っ

て
い
る
人
は
日
%
の
約
5
0
0
万

人
も
お
り
、

更
に
寝
た
主
り
の
人
5

0
万
人
、

頭
の
ボ
ケ
た
人
5
0
万

人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
、

長
生
き
は
し
て
も

寝
た
き
り
と
な
る
病
気
の
大
き
な

原
因
で
あ
る
高
血
圧
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
ど
れ
位
の
血
圧
か
ら
高

血
圧
の
判
定
す
る
か
と

い
う
と
、

上
が

1
6
0
、
下
が
9
5
以
上
の

場
合
で
す
。
高
血
圧
に
は
原
因
が

県忠霊塔墓地供養と

無縁墓地の供養

人
生
銅
鐸

明
ら
か
な
も
の
と
、
原
因
不
明
の

も
の
が
あ
り
、
何
%
以
上
の
人
は

原
因
不
明
で
す
。
現
在
高
血
圧
の

人
は
、
お
そ
ら
く
親
も
血
圧
が
高

か
っ
た
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
原
因
が
明
ら
か
な
高

血
圧
は
、
そ
の
原
因
を
と
り
除
け

ば
二
度
と
高
血
圧
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
部
分

の
高
血
圧
は
原
因
不
明
で
す
か
ら
、

そ
の
治
療
と
し
て
は
血
圧
を
食
事

療
法
や
薬
で
下
げ
る
し
か
な
い
の

で
す
。
で
は
な
ぜ
高
血
圧
を
治
療
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、

い
ろ
ん
な
合
併
症
を
ひ
き
お
こ
す

か
ら
で
す
。
代
表
的
な
合
併
症
を

挙
げ
ま
す
と
、
脳
出
血

・
脳
梗
塞

関係者のご参列をお願いします。

県忠霊港墓地供養

日時 8月10巴(水) 午前10時

場所県忠霊塔陸軍墓地前(三城町〉

無縁墓地供養

日時 8月10巴(水) 午前9時
場所大村市斎場裏(徳泉川内町〉

戦没者ご霊前に供物を差し上げます
うら盆を迎えるにあたり、戦没者のご霊

前に¥供物を各地区遺族世話人を通じて配

布い疋します。届かない人がありましだら¥

福祉事務所ヘご連絡ください。

-
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

・
心
不
全

・
大
動
脈
癌

・
尿
毒
症

・
眼
底
出

血
な
ど
で
す
。
た
と
え
症
状
が
な

く
と
も
、
高
血
圧
を
放
置
し
て
お

く
と
、
各
臓
器
の
血
管
に
負
担
が

か
か
り
続
け
、
こ
の
よ
う
な
合
併

症
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
す
。

現
在
は
優
れ
た
降
圧
剤
が
開
発

さ
れ
、
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
い

高
血
圧
は
な
い
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
の
様
な
厳

し
い
食
塩
制
限
も
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
た
だ
高
血
圧
の
治
療

は

一
生
に
及
ぶ
も
の
で
す
か
ら
、

当
初
は
自
分
に
合

っ
た
薬
の
種
類

と
量
を
専
門
医
に
決
め
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
に
よ

っ
て

は
、
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
、

気
管
支
端
息
や
痛
風
を
引
き
起
ヲ
」

す
な
ど
、
副
作
用
を
も

っ
た
も
の

も
あ
り
、
当
院
で
は
必
ず
3
か
月

お
し
ら
せ

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

中
学
卒
業
認
定
試
験

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
で
あ

っ
た
人
で
昭
和
臼
年
3
月

紅
白
ま
で
に
満
日
歳
以
上
に
な
る

人

②
尋
常
小
学
校
ま
た
は
国
民

学
校
に
就
学
義
務
猶
予
免
除
さ
れ

に

一
回
は
血
液
検
査
を
し
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

最
近
は

1
日
1
回
の
服
用
で
済

む
薬
が
増
え
、
飲
み
忘
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

1
週
間
に
l
回
服
用
す
る
だ
け
で

良
い
薬
も
開
発
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。

高
血
圧
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て

健
康
な
人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

市
立
病
院
内
科
医
長

園
田
康
男

た
人
③
就
学
義
務
猶
予
免
除
を

受
け
ず
か
っ
、
義
務
教
育
諸
学
校

を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
人
で
、
就
学
義
務
猶
予
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
に
相
当

す
る
事
由
が
あ

っ
た
と
文
部
大
臣

が
認
め
た
人
。

願
書
受
付
期
間

8
月
8
日
開
1

9
月
7
日
休

受
験
案
内
請
求
・
問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
学
校
教
育
課
(
干
側

長
崎
市
江
戸
町
2
1
日
告
長
崎
@

1
1
1
1
)
 

※
返
信
用
切
手

(1
2
0
円
)
を

貼
っ
て
住
所
・
氏
名

・
郵
便
番

屋内プール個人回数利用券をどうぞ

個人回数利用券の新設
夜間の使用時間を延長

区 分
回数利用券(6枚綴)

7月-8月 その他の月

大人または

高等学校の生徒
1， 750円 2，500円

雇用保険の

被保険者
1，500円 2，000円

小学の児童また

は中学校の生徒
1，000円 1， 250円

※屋内プール夜間の使用時間 6月 ・9

月午後 1 時 -8 時を 午後 l 時~9 時

まで 1時間延長しました。

つ
ム】

司
自
ム

号
を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

給
水
装
置
技
術
者
・

技
能
者
資
格
試
験

日
時

8
月
白
日
制

受
け
付
け

8
月
1
日
間
j
m
日

附申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
道
部
業
務
課
管
理
係
(
包
@

1
1
1
3
)
 

な
お
、
講
習
会
は
、
8
月
初
日

出
大
村
市
管
工
業
協
同
組
合
主
催

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

(包
@

3
1
6
8
)
 

健

康

教

育

講

演

会

期
日

8
月
刊
日
制

場
所

福
重
出
張
所
大
会
議
室

講
演
会

時
間

午
後
1
時
ぬ
分
j

演
題

健
康
で
長
生
き
す
る
に
は

講
師

原
医
院
原
芳
夫
先
生

健
康
相
談

(
市
保
健
婦
)

時
間

午
後
3
時
よ
り

市
民
会
館
大
ホ
i

ル

休
館
し
ま
す

大
ホ
ー
ル
舞
台
床
張
替
工
事
の

た
め
、
休
館
し
ま
す
。

期
間

9
月
ロ
日
開
j
m
月
凶
日

倒※
会
議
室
、
展
示
室
は
、
平
常
通

り
開
館
し
ま
す
。



指
導
員
試
験

職
種
①
和
裁
科
:
:
学
科
試
験
を

行
い
ま
す
。
②
①
以
外
の
免
許
職

種
・
:
実
技
お
よ
び
学
科
試
験
の
、
っ

ち
関
連
学
科
が
免
険
さ
れ
る
人
に

対
し
て
指
導
方
法
の
み
試
験
を
行

い
ま
す
。

試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

9
月
日
日
間

午
前
日
時
1

O
長
崎
会
場
:
:
長
崎
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
(
西
彼
杵
郡
時
津
町
)

O
佐
世
保
会
場
:
:
佐
世
保
技
能
会

館
(
佐
世
保
市
干
尽
町
)

受
験
で
き
な
い
人
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

①
禁
治
産
者
ま
た
は
準
禁
治
産
者

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

人

③
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
の
取
り

消
し
を
受
け
、
当
該
取
り
消
し
の

日
か
ら
2
年
を
経
過
し
な
い
人

申
込
期
間

8
月
5
日
幽
1
四
日

幽そ
の
他
申
請
書
の
郵
送
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
返
信
用
封
筒
に
あ

て
先
を
明
記
の
上
、
切
手
を
は

っ

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い

。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
労
働
部
職
業
能
力
開
発

課
(
干
制
長
崎
市
江
戸
町
2

1
日

告
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

夏
休
み
子
供
大
心

日
時

8
月
お
日
目

1
3
時

場
所
市
立
図
書
館
会
議
室

対
象
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

内
容
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
エ
プ

午
後
2
時

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
よ
み
き

か
せ
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

歌
、
ゲ
ー
ム
な
ど

※
入
場
無
料
で
す
。
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

将
美
大
会

み
ん
な
の
健
康
教
室

ぜ
ん
そ
く
児

広
験
入
院
記
念
講
演
会

ぜ
ん
そ
く
児
を
お
持
ち
の
ご
父

兄
は
御
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
7
日

制

午

後
1
時

初
分
1
4
時

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
地

域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容

「小
児
端
息
の
日
常
生
活

に
お
け
る
管
理
」

テ
レ
ビ
放
映
こ
ど
も
の
ぜ
ん
そ
く

講
師
上
天
草
総
合
病
院
端
息
研

究
所
長
・
熊
本
市
医
師
会
熊
本
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
ア
レ
ル
ギ

ー
部
長
宮
本
良
幸
先
生

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病

院
小
児
セ
ン
タ
ー
「あ
か
ね
教
室
」

宮

@
3
1
2
1

日
時

8
月
幻
日
間

9
時
開
始
日
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

試
合
方
法
チ
ー
ム
対
抗
戦

ー
チ
ー
ム

3
人

(
A
級
2
段
以

上、

B
級
初
段
以
下
)
、
チ
ー
ム

の
出
来
な
い
人
は
こ
ち
ら
で
作
り

ま
す
。

参
加
費

1
人
1
0
0
0
円
(
昼

食
代
含
む
)

申
し
込
み
本
町
4
4
2

丈
一
(
宮
@
3
7
5
0
)

主
催
大
村
将
棋
愛
好
会

8月1日(月)宵まつり・2日.3日本まつり

催し Oおおむら音頭コンテスト Oゆか

た納涼コンテスト Oなわとび大会Oつなひき

大会OYES・NOゲームOカラオケ大会O

囲碁o将棋大会など

f 

午後4時-(雨天順延〉8月16日(刈
受
付
午
前

女子
田

竹松本町遊園地

催し… Oたたき売り 0金魚すくい O西瓜割

りO納涼盆踊りなど

大付駐屯地紳司令喝の大会

..0たたき売り 0金魚すくいO西瓜

割り O納涼盆踊りなど

午後ア時--(小雨決行〉8月5日働
催し

※当日は、午後5時から駐屯地を開放
します。

高校生・大学生のための

ボランティアスクール

サマーキャンプ
期日 8月 4日休:)-5日働 1泊 2日

場所 特別養護老人ホーム泉の里

内容福祉活動実習・講義・映画外

申込期限 8月 3日休)

申し込み・問い合わせ泉の里(宮⑪21 0 5) 

ほ
し
吻
う

国

家

公

務

貝

刑
務
官
A
(
男
子
)
、

B
(
女
子
)

資
格
昭
和
泊
年
4
月
2
日
j

必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

入
国
警
備
官

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
i
M
W

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

皇
宮
護
衛
官

資
格
昭
和
幼
年
4
月
2
日
j

必

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

航
空
保
安
大
学
校
学
生
(
管
制
、

情
報
、
電
子
)

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

みれI\~、コ c，サート
親と子のための音楽会
8月26日閣開場18: 00 開演18: 30 
大村市公民館

指揮松尾葉子管弦楽九州交響楽団

*入場整理券など詳しくは、九州電力大

村営業所(ft⑫ 21 7 1)ヘ

生
ま
れ
で
①
高
校
卒
お
よ
び
卒
業

見
込
み
の
人
②
高
専
の
第
3
学
年

の
課
程
修
了
お
よ
び
修
了
見
込
み

の
人
③
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検

定
に
合
格
し
た
人
な
ど
人
事
院
が

①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人
航
空
管
制
官

資
格
①
昭
和
泊
年
4
月
2
日
i

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

②
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
的
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
人

お
よ
び
卒
業
見
込
の
人

何
人
事
院
が
的
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

申
込
期
間
い
づ
れ
も
、

8
月
お

日
幽
1
9
月
8
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干
四
博

多
区
博
多
駅
東
2
j
u
-
-
E
脱

4
3
1
1
7
7
3
3
)
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全
日
本
「
小
さ
な
親
切
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
・

わ
た
し
の
し
た

「小

き
な
親
切
」

・
わ
た
し
の
う
け
た

「
小
さ
な
親
切
」

・
わ
た
し
の
み

た
「
小
さ
な
親
切
」

・
わ
た
し
の

で
き
な
か
っ
た

「小
さ
な
親
切
」

(
題
は
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
自
由
に

つ
け
て
く
だ
さ
い
)

応
募
資
格

小

・
中
学
生

応
募
字
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
3
枚
以
内

締
め
切
り

9
月
日
日
制

取
り
決
め

①
作
文
に
は
題
、
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
性
別
、
学
校

名
、
学
校
住
所
を
明
記
し
、
必
ず

ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

②
学
校
で
ま
と
め
て
応
募
す
る
場

合
は
選
考
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
未
発
表
作
品
に
か
ぎ
り
ま
す
。

送
り
先

倒
「
小
さ
な
親
切
」
運

動
本
部
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
係
宛

(干
則
東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町

2
1
m
l
4
)
 

結
核
予
防
の

標
語

・生
活
記
録

標
語
の
部

早
期
受
診
、

B
C
G

接
種
、
健
康
管
理
の
大
切
き
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
官
製

ハ
ガ
キ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
記
録
の
部

療
養
者
、
回
復

者
、
そ
の
家
族
の
体
験
を
通
じ
て

結
核
の
恐
ろ
し
き
、
予
防
の
重
要

性
を
訴
え
る
も
の
で
、

4
0
0
字

詰
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
(
匿
名
希

種別 住宅名 戸数 間取 り 家賃(月額・円)

小路口第 1 l 6・6 3，000 

1 竹 松 2 6.3・4.5 6，600 

久 原 9 6・4.5・3 6，800 

東諏訪 1 6・4.5・4.5 1 5， 000 

種 久原第 2 3 6・6・5(洋) 21， 800 

城 1 6・6・5{i司 23， 200 一
2 小路口第 2 1 6・4.5 2，000 

種 t'1 松 2 6・6・4.5 14， 600 

公営住宅空屋募集

哲多

望
は
そ
の
旨
を
)

賞
金

1
等
叩
万
円
と
毎
日
新
聞

社
賞
(
各
1
名
)
、

2
等
5
万
円
、

3
等
1
万
円
、
佳
作
5
0
0
0
円

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
(
ふ
り

が
な
)
住
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

職
業
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

8
月
刊
日
附
(
当
日

消
印
有
効
)

申
し
込
み

例
結
核
予
防
会
事
業

部

(
干
聞
東
京
都
千
代
田
区
三
崎

町
1
1
3
i
ロ)

ωに
残
る
郷
土
の

こ
と
ば
コ
ン
ク
ー
ル

趣
旨

人
々
の
く
ら
し
や
歴
史
の

ぬ
く
も
り
が
息
づ
い
て
い
る
郷
土

の
こ
と
ば
を
今
一
度
見
つ
め
直
し

豊
か
な
こ
と
ば
を
育
て
る
と
と
も

に
、
心
の
か
よ
い
あ
う
郷
土
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

対
象

児
童

・
生
徒
お
よ
び
一
般

内
容
の
例
・

私
を
支
え
た
郷
土

の
こ
と
ば

・
方
言
の
温
か
き

・
心

に
残
る
あ
の
時
の
あ
の
一
言

・
語

り
伝
え
た
い
郷
土
の
こ
と
ば

・
私

の
自
慢
の
ふ
る
さ
と
こ
と
ば

・
祖

父
母
の
こ
と
ば
に
思
う
こ
と

・
故

郷
の
こ
と
ば
を
思
う

応
募
方
法

①
1
人
1
編
で
題
は

自
由
②
小
学
生
は
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
2
j
3
枚
、
そ
の
他
は
3

1
5
枚
③
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
性
別
(
児
童
生
徒
は

学
校
名
と
学
年
)
を
明
記
の
こ
と

④
児
童
生
徒
は
校
内
で
選
考
し
1

校
5
編
以
内
。

種別 団地名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

ρ吊g. 盤 D 6.4.5・4.5・3(洋)¥15，000-19，000 
1 

6・6・4.5(;湖|久原第2 4 21，200 

松 山 7 6・6・6開 27，500-29，000 
種
本小路 1 6・6・6(坤 32，000 

2 植 松 2 6・4.5 5，300- 5，400 

種 桜馬場 2 6・6・4.5(湖 26，000 

受け付け 8月5日倒-12日幽

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

穆参

申し込み・聞い舎わせ 長崎県住宅供給公社

大村事務所 (宮⑫ 68 2 5)へ

締
め
切
り

9
月
初
日
倒
必
着

応
募

・
問
い
合
わ
せ

・
児
童
生
徒
:・
所
属
学
校

-
そ
の
他
・
:
県
教
育
庁
総
務
課
企

画
広
報
班
(
干
制
長
崎
市
江
戸
町

2
1
日
告
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

花
い
っ
ぱ
い
運
動

花
檀
コ
ン
ク
ー
ル

資
格

花
壇
を
作
っ
て
い
る
団
体

で
、
花
壇
面
積
が

m
u以
上

応
募
方
法

申
込
書
に
写
真

(
花

壇
毎
の
カ
ラ
ー

-
サ
ー
ビ
ス
サ
イ

ズ
)
2
枚
と
位
置
図
を
添
え
、
社

会
教
育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

※
申
込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ
り

ま
す
。

申
込
期
限

8
月
初
日
出

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

租
税
に
関
す
る

作
文

・
標
語

次
代
を
担
、
っ
生
徒
の
皆
き
ん
に

租
税
の
意
義
や
役
割
を
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
募
集
し

ま
す
。

テ
ー
マ

租
税
に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
何
で
も
可

応
募
資
格

高
校
生

l
作
文
、
中

学
生

l
標
語

応
募
規
定

作
文
は
1
人
1
編
。

3
0
0
0
字
以
内
。
標
語
は
1
人

何
編
で
も
よ
く
、
特
に
制
限
は
し

ま
せ
ん
。

締
め
切
り

9
月
5
日
開

応
募
・
問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務

署

(
干
制
諌
早
市
永
昌
東
町
お
1

8
8
②
1
3
7
0
)
 

-14ー

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

消
防
設
備
士
受
験
準
備
講
習

(甲

種
第
4
類
)

期
間

8
月
1
日間
W
1
7
日
間

(
6
日
間
)

時

間

午

後

6
時
1

9
時

日
曜
午
前
9
時
1
午
後
5
時

受
講
料

1
0
0
0
円

定

員

加

人

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

の
基
礎
期
間

8
月
お
白
川
W
1

9
月

8

日
同

(
6
日
間
)

時

間

午

後

6
時
1

9
時

受
講
料

1
5
0
0
同

定

員

日

人

ビ
ニ
ー
ル
管
溶
接
講
習

期
間

8
月
幻
日
仰
j
m
日
開

(4
日
間
)

時

間

午

後

6
時
j

9
時

受
講
料

2
5
0
0
円

定

員

叩

人

※
い
ず
れ
も
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
入
門
、
ワ
ー
プ
ロ
講
座

の
予
約
受
付
中

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(干
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
8
②

2
3
2
3
)
 



4
1
級
・

2
級
技
能
士

通
信
講
座
受
講
生

内
容

1
級
技
能
士
・
:
機
械
加
工

科
、
仕
上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管

科
、
機
械
製
図
科
、
建
築
大
工
科

2
級
技
能
士
:
・
機
械
加
工
科
、
仕

上
げ
科
、
板
金
科
、
鋳
造
科
、
塗

装
科
、
金
属
熱
処
理
科
、
配
管
科
、

鉄
工
科
、
電
気
機
器
組
立
て
科
、

機
械
製
図
科
、
機
械
検
査
科
、
電

気
め

っ
き
科
、
木
型
製
作
科
、
家

具
製
作
科
、
印
刷
科
、
広
告
美
術

仕
上
げ
科
、
建
築
大
工
科
、
ブ
ロ

ッ
ク
建
築
科
、
左
官
科
、
か
わ
ら

ぶ
き
科

受
験
資
格
実
務
経
験
が
あ
れ
ば

受
講
出
来
ま
す
。

訓
練
期
間

受
講
料

標
準
1
年

1
級
1
8
0
0
0
円

2
級
1
6
0
0
0
円

受
付
期
間
い
つ
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
干
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
宮
⑫

2
3
2
3
)
 

労
働
通
信
教
育

講
座
の
受
講
生

開

催

期

日

9
月
1
(
7
か
月
間
)

受
講
料
基
本
コ

ー
ス
1
9
8
0

0
円
、
専
門
コ

i
ス
(
労
働
法
・

労
務
管
理
)
1
9
8
0
0
円

ご

寄

付

-aり
が
と
う
ご
ポ
ヤ
ま
し
た

ご
鰐
愈

-
香
典
返
し

西
大
村
小
学
校
へ

V
山
田
憲
夫
(
古
町
1
丁
目
)
児

童
用
図
書
叩
万
円
相
当

福
祉
基
金
へ

V
和
田
清
美
(
久
原
1
丁
目
)
凶

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
吉
村
ト
ミ
子
(
宮
小
路
2
丁
目
)

叩
万
円

V
山
口
等
(
久
原
2
丁
目
)
5
万
円

V
富
永
和
雄
(
皆
同
町
)
凶
万
円

(
敬
称
略
)

V
松
口
ス
エ
(
大
川
田
町
)
5
万
円

V
和
田
清
美
(
久
原
1
丁
目
)
凶

万
円
-v
辻
利
治
(
鬼
橋
町
)
叩
万
円

V
福
江
律
子
(
諏
訪
3
丁
目
)
凶

万
円
V
鬼
塚
和
人
(
乾
馬
場
町
)
3
万
円

V
長
野
恵
理
子
(
松
山
町
)
5
万
円

・
一
般
寄
付

市
内
各
小
学
校
へ

V
す
み
ス
ポ
ー
ツ
H
H
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル

1
5
0
個

申
込
期
限

8
月
却
日
出

申
し
込
み
日
本
労
働
協
会
(
干

附
東
京
都
港
区
芝
公
園
1
j
7
1

6
中
退
金
ビ
ル
内
)

※
詳
し
く
は
、
県
労
政
福
祉
課
(

宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

多
叡
参
加
し
て
く
だ
さ
い

市
民
綱
引
き
大
会

日
時
凶
月
凶
目
的

午
前
日
時
開
会

場
所
玖
島
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格
市
内
在
住
の
成
人
男

・
女
(
隊
内
居
住
者
・
大
学
生
を

除
く
)

チ
ー
ム
編
成

体
育
の
日
、

町
内
単
位
男
・
女

別
1
チ
l
ム

ロ
人
以
内

松
原
幼
稚
園
へ

V
松
原
幼
稚
園
育
友
会

1
ポ
i
タ

ト
ー
ン
日
万
5
千
円
相
当

清
和
国
へ

V
あ
か
ね
歌
謡
教
室

1
慰
問

V
九
電
大
村
営
業
所
H
H
花
木
苗
木

V
大
村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
大

村
支
部
婦
人
部

l
た
ば
こ
ス
タ
ン

ド
寄
贈

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ

l
除
草
奉
仕

V
高
原
生
花
百

l
生
花

V
親
奉
会
・
森
安
太
郎
・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
l
理
容
奉
仕

福
祉
基
金
へ

V
寿
々
木
松
子
(
西
本
町
)
川
万

円V
裏
千
家
淡
交
会
長
崎
支
部
青
年

競
技
選
手

8
人

体
重
制
限
男
子
合
計
体
重
5
6

0
旬
以
内
、
女
子
合
計
体
重

4
8

0
旬
以
内

申
込
期
限

9
月
却
日

ω

申
し
込
み
教
育
委
員
会
体
育
課

問
い
合
わ
せ
各
地
区
体
育
指
導

委
員
・
教
育
委
員
会
体
育
課

※
申
し
込
み
用
紙
、
大
会
実
施
要

項
は
教
育
委
員
会
体
育
課
と
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

初

ω者
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

期
間

9
月

4
日
目
l
U
月
6
日

制
(
毎
週
日
曜
日
午
後
3
時
初

分
1
5
時
却
分
ま
で
凶
回
)

部
大
村

1
1
万
円

文
化
基
金
へ

V
大
村
民
踊
愛
好
会

l
凶
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
電
力
側
火
力
・
原
子
力
発

電
部
門
チ
ャ
リ
テ
ィ
賛
同
者

一
同

H
H

日
万
9
千
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

v慧
星
流
剣
詩
舞
道
会
土
扇
舞
慰

問
ほ
か

泉
の
里
へ

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
鈴
木
・
和
田
・
好
田
・
平
・
井

手
理
容
院
l
理
容
奉
仕

-v時吉
道
実
(
松
原
本
町
)
菓
子

ほ
か
V
溝
口
玉
利
(
松
原
1
丁
目
)
野
菜

場
所
ン
ド
対

象

小

学

6
年
生
以
上

定

員

初

人

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
、
傷
害

保
険
加
入
金
4
2
0
円
を
申
し
込

み
時
に
い
た
だ
き
ま
す
。

指

導

者

市

サ

ッ
カ
ー
協
会
員

申
込
方
法

8
月
お
日
同
ま
で
に

教
育
委
員
会
体
育
課
へ
直
接
お
い

で
く
だ
さ
い
。

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

自

衛

官

(
学
生
)

一
般
曹
候
補
学
生

資

格

似

年

3
月
高
卒
(
見
込
)

で
況
歳
未
満
の
男
子

受
け
付
け

8
月
1
日
間
1
9
月

日
日
幽

V
大
村
市
富
ノ
原
1
丁
目
老
人
会

1
1
万
円
ほ
か

マ
山
口
保
則
(
松
並
2
丁
目
)
大
豆

V
前
舟
津
老
人
会
寿
会
H
H
1

万
円

ほ
か
'v
花
満
l
花
束

V
大
村
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ー

寸
出
回
リ

原
A

日
ド

V
高
以
良
綾
子
(
武
部
町
)
5
万
円

慈
恵
荘
へ

V
城
台
昭
長
(
松
並
2
丁
目
)
日

万
円
V
高
野
誠
治
(
赤
佐
古
町
)
5
万
円

V
原
生
花
庖
・
花
満
l
花

V
尾
崎
キ
ヨ
(
古
賀
島
町
)
野
菜

V
永
淵
ま
ん
じ
ゅ
う
庖

1
ま
ん
じ

ゅ
、つ

9
月
お
日
働

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

試
験
試
験
場

タ
l
航
空
学
生

資

格

高

卒

(見
込
)

満
の
人

受
け
付
け

8
月
1
日
間
1
9
月

初
日
附

試
験

(
1
次
)

9
月
お
目
的

試
験
場
大
村
駐
屯
地

二
等
陸
海
空
士
(
男
子
)

資
格
問
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男

子受
付
期
限

9
月
比
日
側

試
験
大
村
駐
屯
地

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

で
初
歳
未

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卵

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

鈴
田
の
里
学
園
へ

'v今
里
幸
枝
(
前
舟
津
)
砂
糖
ビ
ン

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
八
木
館

1
映
画
招
待

V
大
村
遊
魚
組
合
H
H
魚
つ
り
招
待

大
村
。
ハ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
H
H
リ

ハ
ビ
リ
l
用
具

V
松
田
正
五
日
(
木
場
2
丁
目
)
果

物大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
2
丁
目
)
1

万
円

15 -



8月の健康カレ乙，I:J.-

8
月
は
、
市
県
民
税

(
2期〉

国
民
健
康
保
険
税
〈

2
期
〉
の
納
期
で
す

4日 安産教室 市役所 9:30-11: 00 ⑧ 9:30まで 17日 妊婦教室(3)市役所 13: 00-16: 00 
(月) ⑮母子健康手帳、ズボン (水)
一般健康相談 市役所 13 : 00 -16 : 00 18日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30
⑪40歳以上 ⑮血圧測定ほか (木) 定期巡回献血 市役所 9 :00-12:00 

2日
乳鈎児健康相談 松原出張所 ② 13:30-15: 00 19日 成人の健康相談 福祉センター 13: 00 -15 : 00 (火)

3日
(金) ⑪⑪…5日幽と同じ

妊婦教室付) 市役所 13:00-16:00 T歳6か月児健康診査
(水) 市コミュニテ ィセンタ一 ② 13:00-13:30

4日
機能訓練根気の会 福祉センタ-13:30-15:00

⑪⑮...5日(針と同 じ

(本)

5日 成人の健康相談 福祉センタ-13: 00 -15: 00 
(劃 ⑪⑮... 1日(月)と同じ 20日 耳とことばの相談日 福祉センター 13:00-15:00
T歳6か月児健康52査 (土)

市コミュニティセンター ② 13 : 00 -13 : 30 21日 当番医
⑪昭和62年1月生まれ(61年8月-12月生まれて二 (日) (内・外)渡辺医院松原 1丁目

まだ受けていない人も受診してくださ L、) fi@ 8275 

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ (外・内)牧山医院 宮小路 2丁目

fi@ 7831 

7日 当番医
(日) (内・小)与那城医院 池田新町

24日 妊婦教室体) 市役所 13: 00-16: 00 
宮③ 55 7 5 (水)

(産)後藤産婦人科医院西大村本町 25日 3歳児健康診査 大村保健所
合② 60 1 5 (木) ② 9:30-10:00、13: 00 -13 : 30 

⑪ 昭和60年2月生まれ(59年8月-60年1月生まれ

8日 乳鈎児健康相談 竹松出張所 で、まだ受けていない人も受診してく だきし、)

(月) ② 9: 30-11 : 00.一・…ー 0-6か月の乳児 ⑮ 母子健康手帳、問診票
13:00-15:00・・・・・・・・・7か月以上の乳幼児

⑪離乳食教室 10: 30- 26日 1 j歳6か月児健康診査

乳鈎児健康相談 市コミ ュニティセンター
(金) 市コミュニティセンター ② 13:00-13: 30 

9日 ⑪⑮…5日(針と同じ
(刈 ②⑪…8日(月)と同じ

当番医28日

10臼
(日) (小)出口小児科内科 諏訪 3丁目

妊婦教室(2) 市役所 13 : 00 -16 : 00 fi@ 2252 
(水) (外・内)佐藤外科医院 杭出津 2丁目

14日 当番医 fi@ 3070 

(日) (小)田川小児医院東本町

ft@ 4000 略号の説明

(外・旺)山道医院桜馬場 2丁目 ⑪ …対象 ⑧ …受け付け

ft@ 2305 ⑮ …持ってくるもの ⑮ …内容

16 B 
当番医の診療時間 9:00-18:00 

(火)
乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ②9:30-11: 00 

毎
月
1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
告
側
側
4
1
1
1

編
集
/
広
報
公
聴
課

印
刷
所
/
九

州

凸

版

鮒

人口の動き

ア月4日現在

人口計 71.676
(+61 ) 

34.294 
(0 ) 

女 37.382
(十61) 

男

危
険
で
す

防
火
水
槽
に
は

近
づ
か
な
い
で

f

21.663 
(+22) 

〉内は前月比

p
n
u
 

可
'
ム

世帯数

(市民相談コーナー価公聴課〉ですべて無料で行っていま90
8お気軽にご相談下さい。
恩 人権相談 (4日 10 : 00'"'-'15 : 00) 
24 行政相談 (11巴 9: 30'"'-'12 : 00) 
舗 法律相談 (17日 70:00~7510〉!
相 交通事故相談 (23日 10: 00'"'-'15 : 00) 
談 年金相談 (24日 10: 00'"'-'15 : 00) 
臼 不動産相談 (26日 13: 00'"'-'16 : 00) 
! ※受け付けは午前8時30分より行っていますo j 

( 8 日 ~9 日 MB 記念場外発売、

12 日 ~18 日お盆特選レース、 27 日 ~30 日 )
8月の大村ボート
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